
岡山大学オリジナル技術の融合による環境と両立させた
防災・減災技術の構築

環境生命科学研究科 社会基盤環境学専攻 准教授 吉田 圭介
：研究の取りまとめ．AI解析と洪水シミュレーション技術の開発担当

環境生命科学研究科 社会基盤環境学専攻 教授 西山 哲
：ドローン測量によるモニタリング技術開発担当

24時間降水量 観測史上1位を記録した箇所

2018年
2019年

特徴：広域に長時間の雨が降る



堤防・河道の変状を効率的，効果的に詳細かつ定量的に検知する必要がある．

週3回の河川巡視 年2回の堤防点検出水時の堤防点検

現状は目視による経験的，定性的な変状検知が実施されている

⇒ 課題：技術者不足に対応していない，重要な変状を見逃すことが多い

ICRT技術による3次元（面的）データに基づく新しい河川管理の提案
（情報通信技術：ICT ＋ ロボット技術）

・被災のたびに，嵩上げと拡幅を繰り返してきた．

・堤防は不均質，内部構造が不明：断面形状の確保を最優先にした．

定期横断測量は200m間隔で実施

河道内の調査

これまでも巡視，定期点検，出水時点検を実施してきた．
⇩

毎年発生する水害は，現在の自然災害に対応できていないことを示している．
面的な巡視，点検により変状を迅速に検知する必要がある

予算も人員も足らない中で一体どうするのか？



建設分野での“DX”が目指している変革

IoT：Internet of Things技術が背景



陸上を空から効率よく監視する
：一般的な赤外レーザーでは水中が見えない

⇩
水中を透過するレーザー光を使ったスキャナを開発



レーザ―で陸上・水中を3次元計測する
ドローンを世界で初めて実現

：1秒間に6万点の座標を取得する

IoT技術
グリーンドローンレーザー測量

河川

水中（河床の地形）
を“見える化”

河川の3次元データ
：ビッグデータ



樹木の詳細な形が分かる 樹木の下の詳細な地形が分かる



陸上・水中ドローンの開発
ドローンによる迅速，簡便な計測＋グリーンドレーザーによる面的な3次元データ取得

堤防と河床を3次元で再現
堤防も河道内も±50㎜の精度で測量

植物分布図 樹冠まで認識
：樹高と計画高水位の関係調査

グリーンドローンレーザー測量が全国の整備局に配置された
：岡大のハード技術とソフト技術が全国に整備され始めた．

河道内

堤防

100点/m2以上の高密度レーザーに
よる河道内の植生の詳細な再現



82時期データの差分解析手法：ビッグデータ解析
現在：多大な労力をかけて堤防法面の変形を測量している

堤防法面の変形を
リアルタイムに算出

500点/1m2以上の
高密度の点群で
河川堤防や河道を

仮想空間内で再現する

堤防の何処が，
どの程度変形して
いるのかを算出



“行動のDX” IoT技術（グリーンドローンレーザー測量）を使った河道管理技術の高度化（１）
：革新的河川管理プロジェクト第1弾の成果を使った河川管理の実用化

グリーンドローンレーザー測量

赤色の実線：ALB（航空レーザー測深）の結果
緑色の実線：グリーンドローンレーザー測量の結果
＜ドローン測量：常時1.8m水深までを高密度で計測＞

河道内計測例：1級河川旭川に適用 陸上・水中部の標高分布を可視化

手法の特徴（長所）を活かすための特性の検証

基本特性の確認：透明度と
精度の関係の検証

現場での活用事例：護床ブロックの変状監視

２時期データから
変状箇所を抽出



建設分野での“DX”が目指している変革

IoT：Internet of Things技術が背景



ドローンを使った河川巡視の国家プロジェクトに岡山大が参加

不法投棄物を
ドローンが監視

撮影状況に拘わらず画像から廃棄物を分別



“知識・経験のDX”：IoT技術（全天候長時間ドローン計測）とAI（人工知能）による河道巡視技術
：革新的河川管理プロジェクト第５弾の実用化に向けた技術開発

カメラの仕様（解像度）
撮影角度（グラフ横軸）
異なる河川の画像の使用

etc.
⇩

各廃棄物（図はごみ袋）
のAIによる検出精度の
違いを検討

⇩
ドローンによる河川巡視
の実用に向けたAIの基礎技
術を構築

カメラ画像を使った河川区域の違法行為の発見及び報告長時間飛行国産ドローンの開発：2時間以上の飛行が可能

昼，夜の画像から
AIが廃棄物を検出

AI検出に最適な教師画像の取得法を検討





電池駆動型（飛行時間25分）に替わる
エンジン駆動発電機搭載ドローン（飛行時間2時間）の開発

これまでのドローンでは“目視外飛行”は不可能であった．
⇩

エンジン搭載により“隅から隅まで”データを取得できる：
来年度より国土交通省“港湾部門”が導入予定



国土交通省プロジェクト：災害時でも飛行できるドローン
（風速15m/sでも飛行可能）



座標を持った画像で街を再現 レーザ点で再現した街

街全体のあらゆる場所を50㎜の精度で“仮想空間”で再現する



“サイバー空間”上の都市モデルを用いて
“フィジカル空間”の防災対策を立案



“モノのDX” IoT技術（グリーンドローンレーザー測量）を使った河道管理技術の高度化（２）
：革新的河川管理プロジェクトの成果を使った新たな応用の展開

グリーンドローンレーザー測量

河道内の植生，河畔林の正確な再現が可能

堤防の変状抽出：3次元レーザー点群からリアルアイムに変状を可視化

青：3月 緑：10月の堤防法面の計測結果
変状発生状況を10mメッシュで可視化した結果

：堤防法面上の植生の変化を捉えたもの

詳細な氾濫シミュレーションのためのデータ取得

河道内樹林の状況の詳細を把握し
環境保全を考慮した洪水対策を構築


